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地球�地球 まほろば�
私たちの地球を見つめる�

毛利衛宇宙飛行士がこの秋、2度目の宇宙飛行に飛び立ちます。�
今度の仕事は、宇宙から地球の立体地図を描くことです。�
「私たちの地球の美しさを見直し、�
かけがえのない地球の大切さをみなさんに伝えたい」�
と、毛利宇宙飛行士は考えています。�
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　今回のミッションでは、シャトルに�
取りつけたレーダーを使って、地球全�
体の「立体地図」をつくるためのデー�
タを集めます。�
　11日間の飛行で、 地球上で人間が�
住むほとんどの地域のデータを取りま
す。�
　飛行が終わった後、宇宙で集めてき�
たデータはコンピュータで分析され、�
今まででもっとも大がかりな、くわし�
い立体地図がつくられます。�
　この立体地図は航空機の安全な飛行、
森林の分布の調査、洪水・地すべりな�
　どの研究に利用できます。また、地�
　　球環境問題の研究・予測にも役立�
　　　ちます。　　　　　�

　レーダー　レーダー�
（メインアンテナ）（メインアンテナ） 
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　立体地図をつくるには、 人間の目のような
「2つの離れた目」で地球を見ることが必要で
す。シャトルで目の役割を果たすのがレーダー
です。1つの「目」はシャトルからのばした長
さ60ｍのマストの先に取りつけ、もう１つの
「目」はシャトルの貨物室に取りつけます。
この2つの「目」で、立体地図をつくるための
データを得るのです。�

　宇宙に着いてすぐ、マストをのばす作業にと
りかかります。マストは小さくおりたたんだ状
態でシャトルの貨物室におさめられています。�
　マストを無事にのばしたあとも、マストがゆ
れたりしなったりしていないか、宇宙飛行士が
交代で24時間チェックします。長さ60ｍのマス
トの先がわずか数cmゆれるだけで、 細かい観
測ができなくなるからです。�

60ｍものマストをどうやってのばす？�立体地図はどうやってつくる？�

シャトルから60ｍのばしたマストの先にあるレーダーと�
貨物室にあるレーダーの「２つの目」で地球を観測する�宇宙でのばす長さ60ｍのマスト（さお）�

宇宙空間でのばす構造物としては過去最長�

　レーダー�
（船外アンテナ ）�

マスト →�

2つのはなれた場所から�
観測した富士山の画像�

合成すると�
　立体地図!!
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マストの操作訓練を行う毛利宇宙飛行士�
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　毛利宇宙飛行士たちの乗り込むエンデバー号は、地
球を159周してその間に立体地図をつくるためのレー
ダー観測をします。�
　観測する地域は北極と南極をのぞく陸地全体の約80
％、人が住む地域の約95％です。ミッション中に得ら
れるデータは、CDにすると約1万5000枚分になります。
この大量のデータを分析し、立体地図にするまでには�
1年以上もかかります。�

　今回シャトルに積�
んであるレーダーは、
宇宙から、 5階建て�
ビルくらい（たて横
30ｍ×高さ16ｍ）
のものを見分けるこ�
とができます。�

　中学生などを対象にしたアメリ�
カの教育プログラムがEarthKAM。生
徒達がインターネットを使ってシ�
ャトル内に固定したカメラを操作し、
地球の写真を撮影します。写真は、�
撮影から数時間後にインターネット�
で見ることができます。今回は初め�
て日本の学校も参加します。�
　「宇宙飛行士になった気分で写真�
をとることができます。社会や地理、
歴史などいろいろな分野でユニーク�
な研究ができます」と毛利宇宙飛行�
士も期待しています。�

万里の長城を見たいです　�
　前回の飛行（1992年）で宇宙から見たときと、どこがどんな風に変わ�
っているかを見たいですね。興味があるのはやはりアジア。中国や台湾�
のまわりの海の様子や、揚子江や黄河の流域や河口などを見たいです。�
万里の長城に行ったことがあるので宇宙からどう見えるか、またエベレ�
ストは高さを実感できるかも見たいです。カメラやビデオで、宇宙から�
見た地球を撮影してきますので、楽しみにしていて下さい。�

STS-99飛行計画�

立体地図をつくるためのデータの量は？�

私の家も�
見えるかな？��
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今回飛行する乗組員たち�

日本の中学・高校生が�
シャトル内のカメラを�
地球からリモート操作するよ！�

打ち上げ予定日時：1999年9月16日午後9時47分（日本時間）�
打ち上げ場所：フロリダ州ケネディ宇宙センター39A発射台�
オービター：エンデバー号�
軌道高度：約233km（約90分で地球を１周）�
フライト期間：11日�
帰還予定日時：1999年9月28日午前1時52分（日本時間）�
帰還地（予定）：フロリダ州ケネディ宇宙センター�
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色の部分が今回観測する地域�
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●船長�
ケビン・�
クレーゲル�
NASA�
STS-87ミッショ
ンで土井宇宙飛行
士とともに飛行。
今回4回目の飛行。
1956年9月16日�
生まれ。�

●ミッション・�
スペシャリスト1�
ゲルハルト・�
ティエル�
ESA（ドイツ）�
理学博士。�
今回が初飛行。�
1953年9月2日�
生まれ。�

●ミッション・�
スペシャリスト2�
ジャネット・�
リン・�
カヴァンディ�
NASA�
化学博士。�
2回目の飛行。�
1959年7月17日�
生まれ。�

●ミッション・�
スペシャリスト3�
ジャニス・ヴォス�
NASA�
航空宇宙工学博士。�
5回目の飛行。�
1956年10月8日�
生まれ。�

●ミッション・�
スペシャリスト4�
毛利　衛�
NASDA�
理学博士。�
2回目の飛行。�
1948年1月29日�
生まれ。��
�

●パイロット�
ドミニク・�
ゴーリィ�
NASA�
米海軍中佐。�
2回目の飛行。�
1957年5月2日�
生まれ。�

●宇宙開発事業団（NASDA）�
�〒305-8505　茨城県つくば市千現2-1-1　宇宙開発事業団　宇宙環境利用推進部�
�TEL：0298-54-3999　FAX：0298-50-2232

写真提供：NASA, JPL

【ホームページアドレス】�
�●STS-99 に関する最新情報はこちら �
�http://jem.tksc.nasda.go.jp/shuttle/sts99/index.html�
�●NASDAの情報はこちら�
�http://www.nasda.go.jp/

YAC990630-20T
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宇宙授業を行なう毛利宇宙飛行士（1992年9月）�
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　宇宙の「まほろば」地球�
��
　私たち人類は、科学技術を駆使して宇宙で生きる生命へと進化しようとしています。今世紀、私た
ちは地球を飛び出し宇宙から地球を一つの惑星として目の当たりに見ることができるようになりまし
た。地球は美しい星ですが同時に非常にもろい星です。私たちはこの地球をどのように扱うべきなの
でしょうか。�
��
　今秋、私が搭乗するスペースシャトルエンデバー号では、地球表面の詳しい立体（3Ｄ）地形図を
つくります。2個の大きなレーダーを同時に使い、わずか11日間の飛行で地球の陸地のほとんどを網
羅し測定します。�
��
　意外なことに地球上には未だ普通の地図すらない地域がたくさんあるのです。私のミッションでは
この地球の「素顔」が明らかになります。はっきりと地球の素顔を知ることによって、私たちがこの
地球をどう扱うべきなのか、その答のきっかけが得られるのではないかと考えています。�
��
　来世紀は、国際宇宙ステーションによって私たち人類が宇宙への新たな可能性を試す時代となるで
しょう。しかし、地球だけはいつまでも私たちにとって宇宙の「まほろば」(*)であって欲しいもので
す。1999年9月16日、この地球のすばらしさを再発見する宇宙の旅に出かけます。�
��
　もうすぐやってくる21世紀に向けて、このミッションの成果をみなさんと共に20世紀からの贈り
物として、引き継げたらと願っています。�
��
�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年5月7日　宇宙飛行士　�
�(*) まほろば：いいところ。優れてよい所。�

1948年�
　　北海道余市郡余市町に生まれる�
1972年�
　　北海道大学大学院　化学専攻修士課程修了�
1976年�
　　南オーストラリア州立フリンダース大学大学
　　院　理学博士号取得�
1982～85年�
　　北海道大学工学部助教授�
1985年8月�
　　宇宙飛行士に選ばれる�
　　同年11月、宇宙開発事業団入社�
1992年9月�
　　スペースシャトル・エンデバー号に日本人で
　　初めて搭乗�
�1998年10月�
　　STS-99のクルーに任命される�
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